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取組指標に対する

取組状況の確認
達成指標に対する

達成状況の確認 達成指標・取組指標の妥当性を

検証

評価

改善方法

学校関係者評価
（　　月　　日）

指標

別
全体

【学校の教育目標】
ふるさと大山を誇りとし、次代をたくましく生き抜く児童生徒の育成（小・中学校共通）
　　　　～高い志を持ち、主体的に学習や運動に取り組む生徒の育成（中学校）～

資質・能力
との関連

担
当

（評価　４：１００％以上　　３：８０％以上１００％未満　　２：６０％以上８０％未満　　１：６０％未満　　※％は達成率）
知
識
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能
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考
力
・
判
断

力
・
表
現
力

学

び

に

向

か

う

力

・

人

間

性

等

の

涵

養

【育成を目指す資質・能力】 対話力の向上

達成指標 重点的取組 取組指標

基

礎

的

・

基

本

的

な

知

識

や

技

能

の

定

着

定期テスト（５教科）における問

題データベースから出題する基礎・

基本問題の平均正答率

７０％以上 学
校

基礎・基本の定着 ２週間に１回問題データベースや

キュビナを使った単元テストを実施

生徒アンケートで「使える表現が増

えたり構成を考えて文章を書いたり

できるようになった」と答える生徒

６０％以上

健

や

か

な

体

文章構成や適切なことばを選ぶ力

の育成

朝読書を行い、週末に読書日記を作成させ

る。読書日記の内容で構成の良い文章を

掲示し、自分のものと常に比較できるように

する。さらに『おすすめの本の紹介』作成を月

に１回行う。
家庭内での会話の推進 保護者は、毎日子どもとの会話を心掛け

実践する。

あいさつ＋声かけを行う 地域でのあいさつに声掛けをプラスして行

い、会話する。

期末テスト（全教科）における思

考力・判断力・表現力を問う記述

式問題の正答率

６５％以上

対話レベルの習得 対話レベルを「聴くこと」「話すこと」スキル

表により、現在の自分のレベル、次に目

指すレベルを明確に意識させる。対話レ

ベルチェックを月に１回行う。

生徒アンケート「話し合い活動を通

して、自分の考えがより明確になった

り、相手の意見の良さが分かったり、

新しい解決の糸口を見つけたりでき

るようになった」と答える生徒

７５％以上

家庭学習の確立 保護者は、学期に1回以上、家庭学習

時間の点検・評価を行う

表現する場の設定

期末テスト（全教科）における記

述式回答の回答率

８０％以上

学
校

短学活の充実 毎日の短学活に「対話」させる場面を位

置付ける

確

か

な

学

び

月１回の「読み聞かせ」終了後、感想

発表や意見交換の場を設定する

他

者

と

の

協

働

生徒アンケートで「いじめや差別をし

ない・許さない生活ができた」と答え

る生徒

８０％以上 学
校

いじめや差別をしない・許さない生

徒育成のための生徒会活動の実

践

２学期はじめに「人権宣言に関わる則の見

直し」を行い人権感覚の共通認識を持たせ

たうえで、月１回の「人権宣言アンケート」を

ロイロノートで行いデータの推移を可視化す

る。

豊

か

な

心

生徒アンケートで「大山町の一員と

して、故郷に貢献できる活動に関わ

りたい」と答える生徒

５０％以上
地域は、生徒が参加できる地域貢献活

動をCSを通じて学期に１回以上提供す

る。

表

現

力

の

向

上

地域貢献活動の実践 生徒会は、地域貢献活動を学期に１回以上企

画する。　地域からの要請があった場合、呼びかけ

を行う。

ボランティアスタンプカード（仮称）を生徒に配布

し、活動回数を記録する。

地域貢献活動への参加協力 保護者は、生徒に地域貢献活動の募

集があった場合、参加の声掛けや参加

体制を整える。

地域貢献活動の場の提供

◯ 地域の学校支援活動の充実 ◯ 学期に１回以上、授業や行事での補助人材を提供する。

※学校運営協議会にて地域人材の情報提供をする。

【

働

き

方

改

革

の

推

進
】

○ 各月の目標退勤時間内に退勤す

る職員

７５%以上

学
校
等

チームや学年部を活用した業務の

見直し

管理職は月１回時間外勤務の状況把握と要因の検証を運営

委員会で行うとともに、学期に１回の個人面談を行う

〇 「効果・効率的な働き方に努めた」

「時間外勤務時間が縮減した」と実

感が持てる　　２つの回答の平均

60％

管

理

職

R6 ３学期 ６

R6 ３学期 ６

R6 ３学期 ７

R6 ３学期 ３

R6 ３学期 ７

R7 1学期 65％

R7 1学期 データな

R7 1学期 62％

R7 1学期 46％

R7 1学期 69％

R7 1学期 35％

R7 1学期 90％

R7 1学期 データなし

R7 1学期 80%


